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(ア) 入院

延患者数 診療日数 １日平均患者数 病床利用率

平成27年度 25,355人 366日 69.3人 46.2%

平成28年度 30,528人 365日 83.6人 57.3%

平成29年度 31,949人 365日 87.5人 60.0%

平成30年度 30,879人 365日 84.6人 60.4%

令和元年度 34,137人 366日 93.3人 66.6%

令和２年度 32,999人 365日 90.4人 65.2%

令和３年度 33,473人 365日 91.7人 66.2%

　※一般病床

(イ) 外来

延患者数 診療日数 １日平均患者数

平成27年度 55,764人 295日 189.0人

平成28年度 62,453人 294日 212.4人

平成29年度 67,502人 294日 229.6人

平成30年度 68,194人 293日 232.7人

令和元年度 70,844人 292日 242.6人

令和２年度 66,966人 294日 227.8人

令和３年度 68,868人 294日 234.2人

(ウ) 救急

時間内 時間外 小計

平成27年度 2,959人 384人 665人 1,049人

平成28年度 3,368人 477人 750人 1,227人

平成29年度 3,906人 530人 770人 1,300人

平成30年度 3,690人 545人 746人 1,291人

令和元年度 3,718人 576人 857人 1,433人

令和２年度 2,735人 572人 757人 1,329人

令和３年度 2,614人 576人 735人 1,311人

(ア) 外来

延患者数 診療日数 １日平均患者数

平成27年度 1,028人 236日 4.4人

平成28年度 912人 234日 3.9人

平成29年度 930人 235日 4.0人

平成30年度 936人 209日 4.5人

令和元年度 888人 206日 4.3人

令和２年度 916人 216日 4.2人
令和３年度 772人 217日 3.6人

イ 附属みなとクリニック

病院事業運営状況

救急患者数
うち救急車搬送件数

ア 下田メディカルセンター
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2 病床数の状況

ア　許可病床数の推移

地域包括
ケア病床

２Ｆ ３Ｂ

25.4.1～
25.9.30

52床 49床 4床 105床

25.10.1～
26.3.31

52床 49床 49床 4床 154床

平成26年度
26.4.1～
27.3.31

52床 49床 49床 4床 154床

平成27年度
27.4.1～
28.3.31

52床 49床 49床 4床 154床

28.4.1～
28.8.31

52床 37床 12床 45床 4床 150床

28.9.1～
29.3.31

52床 33床 16床 45床 4床 150床

平成29年度
29.4.1～
30.3.31

52床 33床 16床 45床 4床 150床

平成30年度
30.4.1～
31.3.31

52床 33床 16床 39床 4床 144床

令和元年度
31.4.1～
R02.3.31

52床 33床 16床 39床 4床 144床

令和２年度
R02.4.1～
R03.3.31

52床 33床 16床 37床 4床 142床

令和３年度
R03.4.1～
R04.3.31

52床 33床 16床 37床 4床 142床

イ　稼働病床数（病床機能報告）

地域包括
ケア病床

２Ｆ ３Ｂ

平成27年度
26.7.1～
27.6.30

52床 49床 対象外 150床

平成28年度
27.7.1～
28.6.30

41床 29床 対象外 104床

平成29年度
28.7.1～
29.6.30

50床 45床 対象外 144床

平成30年度
29.7.1～
30.6.30

49床 36床 対象外 132床

令和元年度
30.7.1～
R01.6.30

52床 31床 対象外 128床

令和２年度
R01.7.1～
R02.6.30

50床 39床 対象外 136床

令和３年度
R02.4.1～
R03.3.31

51床 37床 対象外 134床

　稼働病床数とは、許可病床数（一般病床を病棟単位でカウント）から休床の届出をして
いる病床数の他、対象期間に一度も入院患者を収容しなかった病床数を除いた病床数。

報告 対象期間

回復期
病床

感染症
病床

計

急性期病床

３Ａ

49床

稼働病床数 一般病床

急性期病床

45床

46床

47床

感染症
病床

計

３Ａ

急性期病床

47床

34床

49床

許可病床数

平成25年度

平成28年度

一般病床

回復期
病床

急性期病床
病床機能別

内訳
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3 当病院が果たすべき役割に係る検証

ア 　プランに掲げた「地域医療構想を踏まえた当院の果たすべき役割」

令和３年度実績

イ 　プランに掲げた「地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割」

令和３年度実績

ウ 　プランには記載はないが、自主的に取り組み果たした役割

令和３年度実績

4 再編・ネットワーク化の取り組み

令和３年度実績
　がん地域連携クリティカルパス、法人内グループ内でのCT/MRI画像の遠隔読影、賀
茂地区在宅医療ネットワーク等の継続

　当院が今後とも中核病院としての役割を果たすことが地域医療確保のため必要不可
欠であることから、急性期病床を堅持しつつ、回復期機能については圏域内他病院の
整備状況を踏まえつつ、充実を図ることを目標とする。（プラン７ページ掲載）

　本来、市町が取り組むべき介護・医療連携事業事務を当院で受託し、積極的に協力
していく。

①急性期病床の堅持
　平成29年度末 急性期病床（2F 52床、3A 49床）101床 ※3A地域包括ケア16床含む
  平成30年度末 急性期病床（2F 52床、3A 49床）101床 ※3A地域包括ケア16床含む
　令和元年度末 急性期病床（2F 52床、3A 49床）101床 ※3A地域包括ケア16床含む
  令和２年度末 急性期病床（2F 52床、3A 49床）101床 ※3A地域包括ケア16床含む
  令和３年度末 急性期病床（2F 52床、3A 49床）101床 ※3A地域包括ケア16床含む

②回復期機能（回復期病床４床の削減計画）
　平成30年度病床機能報告の定量的基準（静岡方式）に基づく試算結果では、2025年
には慢性期病床が過剰となり、回復期病床が不足するとされているが、次に述べる理
由により、回復期病床37床のうち４床(１室)を削減してＡＤＬ(日常生活動作)訓練室
へ転用する方針を2025プランに盛り込み、令和４年度より実施する。

　伊豆今井浜病院では回復期病床50床の運用が平成28年4月より開始され（令和元年
現在、回復期病床50床全て運用廃止）また、平成29年５月に新築オープンした康心会
伊豆東部病院においても療養病床 40床（回復期リハビリ28床・NASVA12床)が整備さ
れるなどの整備状況を踏まえ、今後における受療動向等の分析結果から、現体制で
は、当院の回復期病棟許可病床数37床の利用率向上は極めて厳しい。
　また、当院で行われている回復期リハビリテーションは、歩行や移動訓練を中心と
しているため、退院後を想定した生活場面での家事動作の訓練環境が十分ではなく、
安全・安心な在宅環境に戻るために、日常生活動作訓練機能の充実が求められている
ものです。

　国が進める医療と介護の連携に関しては、前年度に引き続き「賀茂地区在宅医療・
介護連携推進支援センター事業」を、賀茂市町から指定管理者でそれぞれ受託し、普
及啓発活動他様々な事業を継続して取り組んだ。
　静岡県版在宅医療介護連携情報システム【シズケア＊かけはし】登録件数増加を図
るべく、積極的な利用促進に努めた。

　地域における少子化対策や子育て支援の観点から、地域のニーズに応えた公益性の
高い事業として、下田メディカルセンター敷地内に開設した病児保育施設（かるが
も）事業を継続した。
　年間利用件数　延べ１４４人

　外来患者の利便性向上のため、２路線による送迎車の毎日運行を継続中。
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5 医療機能等の指標に係る目標達成率

（ア）救急患者搬送割合（1月～12月をカウント）

年度 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

目標値 41.4% 42.6% 43.9% 45.3% 46.7% 46.7%
40.2% 実績値 37.2% 41.2% 42.3% 45.6% 46.8% 46.9%

達成率 89.9% 96.7% 96.4% 100.7% 100.2% 100.4%

（イ）手術件数

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 720件 727件 734件 1,430件 1,460件 1,460件

696件 実績値 835件 1,377件 1,408件 1,600件 1,381件 1,477件
達成率 116.0% 189.4% 191.8% 111.9% 94.6% 101.2%

（ウ）紹介率・逆紹介率

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 30.0% 31.5% 33.0% 33.0% 33.0% 33.0%

30.7% 実績値 28.9% 28.4% 30.5% 31.7% 33.2% 30.6%
（紹介率） 達成率 96.3% 90.2% 92.4% 96.1% 100.6% 92.7%

目標値 18.0% 18.9% 19.8% 17.0% 17.0% 17.0%
16.2% 実績値 18.9% 14.2% 16.3% 18.1% 20.1% 19.7%

（逆紹介率） 達成率 105.0% 75.1% 82.3% 106.5% 118.2% 115.9%
※令和２年度よりの目標値を修正済

（エ）検査共同利用件数

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 700件 707件 714件 600件 600件 600件

739件 実績値 690件 536件 574件 726件 546件 580件
達成率 98.6% 75.8% 80.4% 121.0% 91.0% 96.7%

（オ）在宅復帰率

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 87.0% 87.0% 87.0% 87.0% 87.0% 87.0%

87.3% 実績値 80.0% 92.8% 97.0% 93.5% 91.2% 92.2%
（一般病床） 達成率 92.0% 106.7% 111.50% 107.50% 104.80% 106.00%

目標値 83.0% 83.0% 83.0% 83.0% 83.0% 83.0%
83.0% 実績値 79.0% 82.6% 88.8% 83.0% 88.0% 80.2%

（その他病床） 達成率 95.2% 99.5% 107.0% 100.0% 106.0% 96.6%

平成27年度
実績値

　当院が所有するＣＴ、ＭＲＩ等の高機能検査機器の共同利用を通じ、地域の医療機関を支援し、下記
件数以上を目標値として設定します。

　一般病棟は施設基準の算定要件（75％）、地域包括ケア病棟・回復期病棟では施設基準の算定要件
（70％以上）として目標値を設定します。

平成27年度
実績値

平成27年度
実績値

　急性期医療は当院に最も求められる機能であり、今後とも中核病院としての役割を果たすため、圏域
50％確保に近づけることを目指します。

　急性期医療の提供において、治癒機能の一端を示す指標となるため、下記件数以上の確保を目標値と
して設定します。

　中核病院として、病状に応じた医療の提供を通じ、地域の医療機関との連携・機能分化に努め、下記
割合値を目標値として設定します。（上段紹介率・下段逆紹介率）

◎目標を達成できなかった要因

コロナ禍により、患者の受診控えや緊急手術以外の一時手術中断の影響を受けた。眼科手術割合
64.5％　　　　　　　　　　　　　　　　※令和元年度よりの目標値を修正済

平成27年
実績値

平成27年度
実績値
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6 経営の効率化目標達成率

（ア）経営収支比率

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 96.7% 98.1% 100.1% 102.0% 102.0% 102.0%

93.0% 実績値 100.7% 103.8% 104.5% 105.5% 105.4% 107.3%
達成率 104.1% 105.8% 104.4% 103.4% 103.3% 105.2%

（イ）医業収支比率

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 86.0% 92.0% 94.9% 97.5% 98.0% 98.0%

84.4% 実績値 92.5% 97.2% 97.3% 99.7% 92.1% 94.6%
達成率 107.5% 105.7% 102.5% 102.3% 94.0% 96.5%

（ウ）対医業収益比率（給与費、材料費、委託料）

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 54.1% 54.1% 54.1% 54.1% 54.1% 54.1%

58.6% 実績値 53.6% 48.0% 49.5% 49.8% 54.8% 53.9%
（給与費） 達成率 100.9% 112.7% 109.3% 108.6% 98.7% 100.4%

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 17.5% 17.5% 17.5% 17.5% 17.5% 17.5%

22.1% 実績値 19.0% 18.9% 19.8% 19.8% 21.1% 19.9%
（材料費） 達成率 92.1% 92.6% 88.4% 88.4% 82.9% 87.9%

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 11.3% 11.3% 11.3% 11.3% 11.3% 11.3%

10.4% 実績値 8.7% 8.9% 8.9% 8.6% 9.7% 9.7%
（委託料） 達成率 129.9% 127.0% 127.0% 131.4% 116.5% 116.5%

（エ）一日当たりの患者数

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 80.0人 90.0人 91.0人 92.0人 93.0人 93.0人

69.3人 実績値 83.6人 87.5人 84.6人 93.3人 90.4人 91.7人
（入院） 達成率 104.5% 97.2% 93.0% 101.4% 97.2% 98.6%

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 200.0人 220.0人 222.0人 224.0人 227.0人 227.0人

193.4人 実績値 212.0人 229.6人 232.7人 242.6人 227.8人 234.2人
（外来） 達成率 106.0% 104.4% 104.8% 108.3% 100.4% 103.2%

　患者数の確保に努め、下記人員を目標値として設定します。

平成27年度
実績値

平成27年度
実績値

平成27年度
実績値

平成27年度
実績値

　指定管理制度（利用料金制）を採用しているため、組合と指定管理者の合算値において、早期
の経常黒字化（100％）を目指します。
平成27年度

実績値

◎目標達成状況
　医業収支の悪化を、補助金等の医業外収益で賄い全体での赤字化は免れた状況であるため、
（イ）医業収支比率等を注視していく必要がある。

　指定管理制度（利用料金制）を採用しているため、組合と指定管理者の合算値において、100％
に近づけることを目指します。
平成27年度

実績値

◎目標を達成できなかった要因
　新型コロナウイルス感染症対応に伴う経費の増加と、受診控え、検査等縮小の影響により医業
収支が悪化した。

　指定管理者においては、下記指標（平成26年度地方公営企業年鑑100床以上200床未満　黒字病
院比率）を超過しないことを目標値とします。
平成27年度

実績値
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（オ）稼働病床数

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 104.0床 135.0床 135.0床 135.0床 135.0床 135.0床

150.0床 実績値 104.0床 144.0床 132.0床 128.0床 136.0床 134.0床
（入院） 達成率 100.0% 106.7% 97.8% 94.8% 100.7% 99.3%

（カ）病床利用率

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 57.3% 60.5% 63.7% 66.8% 70.0% 70.0%

46.2% 実績値 57.3% 60.0% 60.4% 66.6% 65.2% 66.2%
達成率 100.00% 99.2% 94.8% 99.7% 93.2% 94.6%

（カ）企業債残高

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 2,723,882 2,654,817 2,567,301 2,704,024 2,602,684 2,602,684

2,908,756 実績値 2,697,681 2,647,538 2,805,872 2,704,024 2,534,450 2,400,883
達成率 101.0% 100.3% 91.5% 100.0% 102.7% 108.4%

※令和２年度よりの目標値を修正済

（キ）常勤医師数

目標年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
目標値 10.0人 10.0人 10.0人 10.0人 10.0人 10.0人

10.0人 実績値 11.0人 11.0人 10.0人 14.0人 11.0人 11.0人
達成率 110.0% 110.0% 100.0% 140.0% 110.0% 110.0%

　診療体制が縮小することのないよう、指定管理条件医師数を堅持しつつ、更なる医師の確保に
努めます。
平成27年度

実績値

　計画的な医療機器の導入と更新により、借入額の平準化を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　年度末残高　単位：千円
平成27年度

実績値

　病床機能報告における稼働病床数として、病床利用率90％以上を目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2ページ参照
平成27年度

実績値

　本プラン遂行の基本指針となる病床利用率70％以上を目指します。

平成27年度
実績値
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7 その他取組事項にかかる実績報告

あ 必要な医療スタッフの確保

○主な取組 令和３年度実績

①常勤医師の確保 常勤医師の新規確保数0名

②看護配置基準の維持 急性期7対1看護基準を堅持

③奨学金制度の利用促進 看護師4名、作業療法士1名利用中

④未就労資格者に対する復職支援
新聞掲載、ハローワーク登録および紹介業者への
依頼による募集継続

⑤勤務環境の改善
働き方改革に関する院内委員会の開催（4回/年）及び
院内周知

い 人材育成

○主な取組 令和３年度実績

①研修機会の拡大 eﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、Web研修による看護師研修の継続

②研修内容の充実 各種研修の実施および院内研修の強化

③職員の意識改革 人事評価制度を継続運用

う 高度医療に対応した施設・設備の整備

○主な取組 令和３年度実績

①電子カルテシステムの有効活用
オンライン資格確認システムの運用開始
クレジットカード決済の導入

②計画的な医療機器の導入と更新
上部消化管汎用ビデオスコープ等
7品目の機器更新・新規導入

③ＤＰＣの導入 令和４年度導入に向けて検討

え 地域連携

○主な取組 令和３年度実績

①地域医療連携室の機能強化
関係医療機関への訪問はコロナ禍のため病院の方
針として中止し、担当部署との電話、郵便等によ
る情報交換を進めた。

②医師会との連携強化

コロナ禍の状況を鑑み所属会員の医療機関への挨
拶回りも中止とした。その代わりに賀茂地区在宅
医療介護連携推進支援センター（賀茂1市5町から
の委託事業）を通じて情報交換を行った。

③医療機関、介護施設等との連携強化

昨年同様、当地域の介護資源不足を補うべく、患
者様と家族の意向を踏まえ、地域外の施設との関
強化に努め、滞りなく退院支援を行うことが出来
た。特に新型コロナウイルス感染患者のアフター
コロナの後方支援として、熱川温泉病院の協力関
係を築くことが出来た。

④検査機器の共同利用の促進

検査共同利用件数が多い開業医院の閉院に伴い利
用件数に影響も出たが、医師の代が変わったクリ
ニック等に営業を掛けたことで、他の医院・クリ
ニックの件数が増加し、全体としては580件、1か
月あたりの利用件数2.8件増、対前年比106.2％と
上回ることができた。

あ 広報活動の推進

○主な取組 令和３年度実績

①病院広報誌の発行
関係機関への訪問が出来なくなったため、ＭＣレ
ター通常通り年3回の発行を行った。

②ホームページの充実
ＰＲプロジェクト会議を院内で儲け広報等充実を
図っている。

③市町広報誌の活用 広報下田・南伊豆町でﾒﾃﾞｨｶﾙ通信を掲載12回

(ア) 医療水準の向上

(イ) 利用者の視点に立った病院づくりと情報発信
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い 利用しやすい病院づくり

○主な取組 令和３年度実績

①健康講座の実施

昨年はコロナ禍にあり業務的負荷も大きく中止し
ていたが、9月よりケーブルテレビ放映のみ、3か
月に1回（以前は2か月に1回）の開催として再開
した。

②巡回バスの運行 無事故無違反による毎日運行を継続中

③ご意見箱の活用 クレジットカードによる医療費等支払の対応開始

あ 患者数の確保

○主な取組 令和３年度実績

①化学療法の推進 実施件数 131件（前年度比＋41件）

②専門外来の拡充

滞りなく施行。しかし、乳腺外来は検査技師不足
による課題が継続した。専門外来ではないが、発
熱外来等の新型コロナ対応は地域の中心となり、
数多くの患者さまに対応した。

③救急お断り件数の削減

救急車のお断り件数は、192件。前年度比24件増
加。賀茂地区全体（東伊豆町除く）の医療機関へ
の搬送件数が前年度比158件増加しており、新型
コロナ対応等により増加する搬送件数に対応でき
なかった事が主な要因である。お断り割合は前年
度5.7％→6.1％と微増となった。

い 健診受診者の確保

○主な取組 令和３年度実績

①受診枠の確保 ドック検診枠週５日へ向け検討

②市町助成制度の推進 下田市・南伊豆町・河津町・松崎町

③企業・団体との契約の推進 新規企業１社契約締結

(エ) 経費の見直し

○主な取組 令和３年度実績

①人員の適正配置 適正な労働配分、業務効率化の推進継続

②コスト意識の向上 物品発注システム導入に伴うコスト意識の継続

③後発医薬品の利用促進 新規採用時に先発品と後発品の選定会を継続実施

(オ) 組合における取組

○主な取組 令和３年度実績

①構成市町・関係機関との連携強化
賀茂地区在宅医療介護連携推進支援センター事業
継続実施

②遊休資産の処分 共立湊病院建物解体の方針

(ウ) 収入増加策
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